














































also play an importantrolein glycoprotein
metabolism in plantcels.In our previous
reports,?????werevealedthatfreeN-glycans
(bothhigh-mannosetype(97%)andplantcom-





























































using a Perkin ElmerSciex API-III,triple-



















































































Man3Xyl1Fuc1GlcNAc2 74.5 3.3 156.9 20.4
GlcNAc1Man3Xyl1Fuc1GlcNAc2 ND ND 152.8 19.8
Man5GlcNAc1 101.2 4.5 68.3 8.8
Man6GlcNAc1 167.6 7.4 91.3 11.8
Man7GlcNAc1 277.0 12.3 129.7 16.8
Man8GlcNAc1 1220.8 54.1 173.4 22.4

























































































木 村 吉 伸・鈴 木 将 史
（生物資源化学講座）
登熟期銀杏種子の細胞壁画分に局在する遊離型?-グリカンの構造解析を行った．登熟期銀杏種子抽出物を
徹底的に透析して細胞質中に存在する遊離?-グリカンを除去した後，細胞壁画分を遠心分離により回収した．
得られた細胞壁画分を希酸処理（0.01NHCl/20 メタノール中で100℃，30分間処理）した後，透析により
オリゴ糖鎖を透析外液に回収した．オリゴ糖鎖画分を２-アミノピリジンで蛍光標識した後，遊離?-グリカ
ンをゲルろ過およびサイズフラクショネーションHPLCにより精製した。遊離?-グリカンの構造解析は，
IS-MS分析，α-1，2-マンノシダーゼ消化，および糖鎖２次元マップ法を組み合わせることにより行った．
その結果，細胞壁画分からは，ハイマンノース型および植物複合型構造を有する遊離?-グリカンが検出され
たが，細胞質画分には74pmol/ freshweightofseed（全遊離グリカンの３
構
相当）程度の存在量であっ
た植物複合型遊離?-グリカンが，細胞壁画分では310pmol/ freshweightofseed（全遊離グリカンの40
相当）程度の濃度を占めることが明らかとなった．この結果は，植物複合型
し
造の遊離?-グリカンは主に
細胞壁画分に局在し，水素結合あるいは疎水結合により細胞壁マトリックスに強固に結合
と
ていることを示
唆するもの ．考えられる
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